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要 旨 

  ＪＲ錦糸町駅南口の丸井錦糸町店前に区内循環バスの停留所を設置してください。 

 

（理 由） 

東京スカイツリーの工事も順調に進み、ＪＲ錦糸町駅南口の街からも、その雄姿 

をはっきりと確認できるようになってきました。 

私どもＪＲ錦糸町駅南口で生計を営む者にとりましては、東京スカイツリーを観 

光資源として、街のにぎわい創出に活用できないものかと、思いを寄せているとこ 

ろです。それゆえ、この度公表された区内循環バスの南部ルート案を見ると、なぜ 

か昨年１月に区がまとめたアンケート結果を無視した案が提示され、驚いています。 

墨田区の交通アクセスの拠点であるＪＲ錦糸町駅南口を通っておらず、区の説明会 

においても、質問に対してその理由が一切説明されていません。 

私ども地域住民は、区長に対し既に要望書を提出していますが、区議会におかれ 

ましても更なる審議を賜りたく、次の理由によりＪＲ錦糸町駅南口の丸井錦糸町店 

前に区内循環バスの停留所を設置するよう、署名を添えて陳情いたします。 

 

１ ＪＲ錦糸町駅南口は、当駅乗降者の約７０％が利用し、かつ、他区からのバス 

が到着するターミナルであり、観光客の利便性が図れる拠点です。 

墨田区が平成２０年に実施した「区内循環バス導入に向けたアンケート調査結 

果」（以下「アンケート調査結果」）で、「新設や運行本数の増加を望むルート」 

の約４２％は錦糸町駅周辺で最多です。 

２ 大型店舗が三つあるＪＲ錦糸町駅南口で乗降する他区の来訪者の便を図ること 

は、当区の発展につながることでもあります。 

「アンケート調査結果」で、「バス停を設置すべき施設」の第三位は、「大規 

模な商業施設」です。 

３ 区内最大の病院である墨東病院は、区北部からの通院者も多く、現在は通院に 



大変苦労をされています。今回の区内循環バスは、押上駅を拠点とし、区の南北 

が結ばれます。これをＪＲ錦糸町駅南口まで伸ばすことにより、区北部の人々の 

生活の便に大いに寄与します。 

「アンケート調査結果」で、「バス停を設置すべき施設」の第一位は、「病院 

  ・医療施設」です。 

以上の趣旨をご理解の上、上記事項の実現をお願いいたします。 

以 上 

 


